
）

0 0
0 1

17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 Ｐ Ｋ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
内 訳

分 3 1 12 3 分
分 3 10 2 3 分
分 3 4 3 3 分
分 3 9 4 3 分
分 3 3 5 3 分
分 3 6 6 3 分
分 3 7 7 3 分
分 2 19 9 3 分
分 3 2 10 3 分

25 分 3 17 11 3 分
分 2 20 15 3 分
分 3 5 1 3 分

25 分 3 8 13 3 分
分 3 11 14 2 分
分 3 12 16 3 分
分 3 13 18 2 分
分 3 14 8 2 分
分 3 15 17 2 分
分 3 16 19 2 分
分 3 18 24 1 分

時間 番号 時間 番号

3 4
1 4
14 7
0 0
3 0
0 0

時間 №
43 11

【公式記録】

大会名 宅島建設杯　第１９回　長崎県ジュニア・ユースサッカー選手権大会
（　作成責任者 横山　隆

第　日目 最終日 ９ 月　１１日　１０時００分 天候 晴　くもり　雨 風 競技時間 ３０分・延長　　分 観　衆 約　500　人

会　　場 島原市営陸上競技場 状　態 良　不良　泥沼 審　判 草野誠 永田隆行 荒木洋之 小林真澄

チーム名 チーム名

1北諫早中学校 長崎ドリームＦＣ地　　区 延　長 地　　区
（　諫早　） （　長崎　）

ＫＩＣＫＯＦＦ Ｐ　Ｋ ＫＩＣＫＯＦＦ

0

順 順
背番号 背番号

○× ○×

交代
時間

シュート数 学
年

選　手　名
背
番
号

位　置
背
番
号

選　手　名
学
年

シュート数 交代
時間延後 延前 後　半 前　半 前　半 後　半 延前 延後

0 飛鳥　恵吾 Ｇ　Ｋ 酒井　岳大 0
山口　流星

ＤＦ

ＭＦ

ＦＷ

中山　銀次郎
川添　集 塩塚　一輝

櫻田　祐馬 岸本　和馬
矢岳　正成 川波　寛志 1

1 高柳　佳成 辻原　一輝 1
大谷　恭平 近藤　柊哉 1
小峯　大河 出道　元太 1 1
吉田　薫平 岩永　聖弥 1 1
廣瀬　圭佑 森田　颯 1 2
本山　雄隆 浦田　歩
川添　賞

酒井　勇成 岩倉　由幸交
　
代
　
要
　
員

中山　雄太

1 大迫　周平 井原　楓人
川西　志朗 松山　耕大
金崎　祥太 栗原　茂樹
山田　和希 大串　収亮

織田　壽紀也 香月　陸
前田　将太朗 島田　晴也
永田　勇太 赤間　勇斗

1 1 小　　計 2 4 6

後半 前半 チーム合計

小　　計合　　　計 10

前半 後半 延前 延後
警　告・退　場

氏　　名 内　　容 氏　　名 内　　容
警　告・退　場

延後 延前

1 2 Ｇ　Ｋ 1 3
1 Ｃ　Ｋ 1 3

9 5 直接ＦＫ 4 3
間接ＦＫ

1 2 （オフサイド）

Ｐ　Ｋ
チーム名 得点者 アシスト 得点経過　記入例：　～ドリブル、→ゴロのパス、↑浮球のパス、Ⅹ混戦、Ｓシュート、Ｈヘディング
ドリーム 森田　颯 出道　元太 ＦＫからのボールをＮＯ９が中央に折り返しＮＯ１１がシュート

】　〕

る。後半も落ち着いて中盤を組み立てて攻撃する長崎ドリームＦＣが主導権を握り優位にゲームを進める。両サイドを広くつかいＮＯ１１森田のドリブル突破やＮＯ

戦評者氏名〔 横山　隆 （フルネームを記入） 勤務先又は所属【 佐世保市立江迎中学校

１５浦田のクロスからチャンスをつくる。後半１３分、左サイドで得たＦＫからＮＯ９出道が中央へ折り返し、ＮＯ１１森田がゴール前に入り落ち着いてシュートを決め

先制点を奪う。その後、北諫早中学校もＧＫ飛鳥を中心に何度もピンチをしのぎ、ロングボールをＮＯ２０本山に集め反撃するが、安定した守備で無失点に抑えた

長崎ドリームがそのまま逃げ切り勝利した。

　昨年度優勝の長崎ドリームＦＣ対初の３位決定進出を果たした北諫早中学校の対戦となった３位決定戦。大会最終日ではあったが、両チームとも立ち上がり

からはつらつとしたプレーを見せる。長崎ドリームＦＣは、４－５－１のＮＯ９出道のワントップ。トップ下のＮＯ１０岩永を中心にボールを丁寧につなぎ中盤を組み立て

ゲームをコントロールする。一方、北諫早中学校は４－４－２のシステムで、センターバックＮＯ４川添、ＮＯ１０山口を中心に粘り強い守備から鋭いカウンターでチャ

ンスをつくる。前半２０分、ロングボールから北諫早のディフェンスの裏へ抜け出したＮＯ９出道が決定的なチャンスを迎えるが決めきれず同点のまま前半を終了す

晴 

良 


